
発
行

山
形
県
大
石
田
町
議
会

発
行
責
任
者

議
長

小
林

征
雄

編
集

広
報
常
任
委
員
会
・

大
石
田
町
緑
町
一
番
地

（

）

印
刷

印
刷
文
化
堂

お問い合わせ先

発
行

山
形
県
大
石
田
町
議
会

発
行
責
任
者

議
長

小
林

征
雄

編
集

広
報
常
任
委
員
会
・

大
石
田
町
緑
町
一
番
地

（

）

印
刷

印
刷
文
化
堂

お問い合わせ先お問い合わせ先

発
行

山
形
県
大
石
田
町
議
会

発
行
責
任
者

議
長

小
林

征
雄

編
集

広
報
常
任
委
員
会
・

大
石
田
町
緑
町
一
番
地

（

）

印
刷

印
刷
文
化
堂
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観
測
史
上
最
高
の
積
雪
と

累
計
降
雪
も
約

メ
ー
ト
ル

の
豪
雪
の
年
に
な
り
ま
し
た
。

県
も
よ
う
や
く
雪
対
策
交
付

金
事
業
や
災
害
救
助
法
適
用

条
件
を
決
め
、
県
内
で
初
め

て
大
石
田
と
尾
花
沢
が
適
用

を
受
け
ま
し
た
。

年
の
人
口
推
計

か
ら
当
町
で
は

％
も
減
少

す
る
予
測
が
で
ま
し
た
。
少

子
化
と
高
齢
化
が
急
速
に
進

む
な
か
誰
も
が
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
町
づ
く
り
の

た
め
、
町
当
局
や
議
会
議
員

は
、
も
っ
と
豪
雪
地
の
生
活

実
態
を
国
や
県
に
認
知
し
て

も
ら
う
政
治
活
動
の
強
化
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
わ
か
り
や

す
い
議
会
広
報
づ
く
り
に
力

を
尽
く
し
ま
す
。（記

遠
藤
）

委
員
長

遠
藤
宏
司

副
委
員
長

村
形
昌
一

委

員

村
岡
藤
弥

委

員

芳
賀

清

委

員

星
川

久

大
石
田
町
の
家
庭
で
食
べ

ら
れ
て
い
る
ぺ
そ
ら
煮
。

ぺ
そ
ら
煮
は
保
存
食
で
あ
る

ぺ
そ
ら
漬
を
油
で
炒
め
、
し
ょ

う
ゆ
、
砂
糖
、
み
り
ん
で
煮

た
大
石
田
な
ら
で
は
の
家
庭

料
理
で
す
。

漬
け
物
と
し
て
の
ぺ
そ
ら

漬
も
お
い
し
い
の
で
す
が
、

甘
さ
の
後
に
辛
さ
が
追
い
か

け
て
く
る
ぺ
そ
ら
煮
も
た
ま

り
ま
せ
ん
。

大
石
田
発
祥
の
ぺ
そ
ら
漬
。

そ
の
魅
力
を
み
ん
な
で
発
信

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

ぺそら漬のヘタがついていたら切り取り
ます。
ぺそら漬が小さかったらそのままで、大
きかったら食べやすい大きさに切ります。
煮過ぎない程度に水煮して塩抜きします。
塩抜きが終わったらお湯を捨て、水でさ
らに塩抜きします。
塩抜きが終わったら、 個ずつ手で水分
を絞り出します。
水分を抜いたぺそら漬けを鍋に入れ、少
量の油を入れ、へらでかき混ぜながら炒
めます。

炒めたらしょうゆで味を付け、砂糖とみ
りんで味を調えます。
最後にお好みでかつお節、みょうが、し
その葉などを入れて完成です。

ぺそら漬
サラダ油 大さじ
しょうゆ 大さじ
砂糖 大さじ
みりん 少々
水

町議会の最高規範 議
会基本条例 を制定し
ました。本号に別冊で
条例の解説を添付して
います。


